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小坂町立総合博物館 

文 化 財 巡 り 小坂の文化財を体感しよう!!
町内散策の後は、十和田湖・十和田ホテルへ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ※2
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交通案内

■東北自動車道小坂ICから車3分
■高速バス小坂インター入口からタクシーで2分
■秋北バス小坂操車場から徒歩3分
■秋北バス中前田から徒歩5分
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開館時間 午前9時～午後5時
（最終受付 午後4時30分）

利用料金 無料

休 館  日
毎週月曜日
（月曜日が祝日の場合はその翌日）

冬季休館 12/20～3/10

※特別展や企画展の料金は、別途定める場合があります。

※1 国重要文化財　※2 国登録有形文化財　※3 秋田県指定有形文化財

屋外展示場には、旧止滝発電所で使用されていた「旧止滝発電所一号発電機
（秋田県指定有形文化財）」・水道共用栓モニュメントを展示し、小坂町発展の
歴史を模型・パネル等で紹介しています。

屋外展示場

旧止滝発電所一号発電機常設展示

秋田県の鉱物「黒鉱」秋田県の鉱物「黒鉱」

常設展示

小坂をつくる大地
小坂の繁栄を支えた黒鉱鉱床の生成か
ら縄文・弥生・古代の人々の生活までを
展示。ダイナミックな地球の活動と人類
の躍動を学ぼう。

人々の暮らしと鉱山
小坂鉱山の開発の貴重な資料を展示。小
坂町を支えた小坂鉱山の隆盛の謎を解
き、明治の躍進を体感しよう。

小坂の自然
豊かな水とブナ林に囲まれた十和田湖が
ある小坂。町内に棲息する動植物を展示。
画家達が愛した美しい十和田の自然に
触れよう。

長井辰男コーナー
小坂町出身で法医学の権威である長井
辰男博士の功績を展示。世界で活躍する
小坂人。さぁ、君も世界に羽ばたこう！

明 治 百 年 通り
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大島  高任
文政9年（1826）～明治34年（1901）

岩手県盛岡市出身

小
坂
の
偉
人

藤田  伝三郎
天保12年（1841）-大正元年（1912）

山口県萩市出身

久原  房之助
明治2年（1869）～昭和40年（1965）

山口県萩市出身

小平  浪平
明治7年（1874）～昭和26年（1951）
栃木県栃木市（旧都賀町）出身

和井内  貞行
安政5年（1858）～大正11年（1922）

秋田県鹿角市出身

小坂町指定有形文化財

「岩偶」

常設展示

小坂町指定有形文化財

「台付土器」

常設展示

秋田県指定有形文化財

「蛤刃形磨製石斧」

常設展示

小坂町指定有形文化財

「クルト・ネットー資料」
豚の屠殺

常設展示

秋田県指定有形文化財

「旧小坂鉱山資料」

所蔵資料

町指定無形民俗文化財

「濁川の虫送り」
藁人形

※毎年6月第一日曜日開催（濁川地区）

常設展示
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小坂町指定有形文化財

 「毛馬内御代官所御絵図」

所蔵資料

福田豊四郎

「早苗曇り」

 伊勢正義

「異邦人№７」

所蔵資料

小林喜代吉

「奥入瀬渓流」

所蔵資料

所蔵資料

小泉隆二

「煙突の見える鉱山風景」
柴田春光

「鶴の巣ごもり」

所蔵資料所蔵資料

主
な
所
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収蔵庫機械室機械室学芸員室学芸員室

受付受付
W・CW・C

2F

常設展示室入口常設展示室入口

露天掘ジオラマ露天掘ジオラマ長井辰男コーナー長井辰男コーナー 人々の暮らしと鉱山人々の暮らしと鉱山

小坂ストーン
サークル模型
小坂ストーン
サークル模型

小坂をつくる
大地

小坂をつくる
大地
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盛岡藩士。日本近代製鉄の
父と呼ばれ、那珂湊反射炉
（茨城県指定史跡）や橋野高
炉（世界遺産「明治日本の産
業革命遺産」・国指定史跡
【岩手県釡石市】）を建設。明
治維新後は、小坂鉱山の発
展に尽力。

藤田組（現DOWAホールディ
ングス株式会社）創業者。東の
大倉組、西の藤田組と並び称
された関西政財界の重鎮。阪
堺や南海電鉄の創業、琵琶湖
疎水、児島湾干拓、佐世保、呉
の軍港建設と大きな足跡を残
した。

藤田伝三郎の甥。藤田組に入
社し、自熔製錬という新技術
を開発し、小坂鉱山を銀鉱山
から銅鉱山に転換。小坂鉱山
の苦境を助け、日本一の銅山
の基礎を築いた。その後、政
界入り。政友会総裁・逓信大
臣などを歴任。

国産電機技術の確立者。藤
田組に入社し、小坂鉱山の電
気主任技術者として発電所
建設等に携わる。藤田組退
職後、日立製作所を設立。日
立グループの基礎を築いた。

明治38年（1881）和井内ふ
化場を完成させ、ヒメマス
の養魚に成功。十和田湖地
域の食糧事情を改善。死
後、その功績を称え、夫人・
勝とともに和井内神社に祀
られる。


